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ブックトーク「たねってふしぎだな」 

 

ねらい 野菜や果物の元になる「たね」の不思議に関心をもち、関連する物語にも興味をもつ 

対象学年 小学校 3年生 

時期 春夏、もしくは東京書籍『新しい国語』三年「ゆうすげ村の小さな旅館」学習時など 

所要時間 15分 

紹介する本 『だいどころのたね』ひさかたチャイルド 

『すがたをかえるたべものしゃしんえほん ５ パンができるまで』宮崎 祥子/構成・文 岩

崎書店 

『つるばら村のパン屋さん』茂市 久美子/作 講談社 

『みどりいろのたね』たかどの ほうこ/作 福音館書店  

 

導入 今日のブックトークのテーマは「たねってふしぎだな」です。 

みなさん、植物は、「たね」から成長しますね。 

１冊目 （『だいどころのたね』を見せる） 

種は、私たちの身近にもたくさんあります。 

（見開き 2・3ページを見せながら） 

この本では、みんなのお家の台所で見つけることのできる、たくさんの種が紹介されています。 

いろいろな形や色の種がたくさんありますね。 

みなさんが見たことのある種もありますね・・・。 

みなさん、知っていましたか？ 

（見開き 10・11ページ） 

じつは、ゴマも種なんです。 

「洗いゴマ」という名前で売られているゴマを土の上にまいたら、ちゃんと芽を出します。 

（12・13ページ） 

芽が出ると、こんな風に大きく育って花が咲き、実ができます。 

そして、この実の中にゴマが育っているのです。面白いですね。 

では、ここでクイズです。 

いちごの種はどこにあるか、みなさんは知っていますか？ 

（見開き 18・19ページを見せる） 

そうですね。いちごのたねは、まわりについている、つぶつぶですね。 

（20・21ページ） 

いちごのつぶつぶをたくさん土にまくと、ちゃんと芽を出します。 

こんな風に、この本ではみなさんの身近にある種について知ることができます。 
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最後に、ここにいくつか野菜や果物の種を持ってきました。 

あとでこの本を見ながら、何の種か予想してみてくださいね。 

 

こんなふうに、植物を育てるためには種が必要ですが、実は、パンを作るときにもタネが必要で

す・・・。 

２冊目 （『すがたをかえるたべものしゃしんえほん ５ パンができるまで』を見せる） 

おいしそうなパンですね。 

このパンを作るときに絶対にかかせないものは、3つ。 

小麦粉、水、そして酵母です。 

酵母は、パンがふくらむために重要な働きをする菌です。 

この酵母を「パンのたね」と言います。 

「たね」には、植物の種以外の意味もあるんですね。 

（見開き 28・29ページを見せて） 

この 3つの材料を基本にして、いろんな味や種類のパンが作られています。 

今日は、少しだけおいしいパンのひみつを知ることができましたね。 

これを見て、おいしいパンが食べたくなった人は、こんなお話も読んでみましょう・・・。 

３冊目 （『つるばら村のパン屋さん』を見せる） 

くるみさんは、つるばら村で「三日月屋」という宅配のパン屋さんをしています。 

おいしいパンを村じゅうの人たちに食べてもらえたらいいな、と思いながら、駅前に自分のお店を

開くことを夢みてがんばっていました。 

ところが、パン屋をはじめてひと月もたつと、最初は順調に来ていたお客さんはだんだんと減って

しまいます。 

そこで、「だれでもいいからパンの注文にきてほしいな」とつぶやいたくるみさんの元へ、 

不思議なパンの注文が舞い込みます。 

それは、こんな注文でした・・・ 

『つぼの中にタンポポのはちみつを入れて、パンをやいてください。なお、ごめんどうでも、パンをこ

ねるときと、パンをねかせるときと、パンをやくときに、蓄音機でレコードを一回ずつきかせてくださ

い。パンは、あしたの晩九時ごろ、とりにきます・・・』（本文 8～10ページを読む） 

さあ、こんな注文をしたお客さんとは、いったい誰だったのでしょうか？ 

このほかにも、ドングリのパンや、三日月のパンなど、おいしそうでふしぎなパンのお話がたくさん

登場します。それぞれのパンに、おいしくなるひみつの種がかくされているかもしれません。 

パンでお腹がいっぱいになったら、最後はちょっと変わった種のお話です・・・。 

４冊目 （『みどりいろのたね』を読み聞かせする） 

結び 今日は、いろいろな不思議な「たね」の本を紹介しました。 

気になるものがあれば、ぜひ手にとってみてくださいね。 
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これで今日のブックトークを終わります。 

紹介した本のリストが欲しい方は、こちらにありますので、自由に持って行ってください。 

 


